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 この年、1 月 7 日、土曜日、昭和はこの日で終わり、元号は南極昭和基地の名前に残った。 




年の 12 月頃である。何人もの院生がこの方式を使って越冬した。 








 1997 年 5 月 29 日（木）、地球物理学教室の教授懇談会。東野さんの助手任用を了承して
もらった。その前に大学本部から助手のポストを一時的に借りてくるなど、さまざまの準
備がすでに行われている。以下は、公式の記録である。 
 1997 年 6 月 19 日（木）、教室会議で東野陽子さんの助手人事を行う。 
 1997 年 7 月 3 日（木）、大学院の研究科会議の日。主任会議で、東野さんの助手任用が
決まった。 
 1999 年 3 月 31 日（水）、東野さんは越冬隊員の役目を終えて帰国した。明日からまた学
生である。職員が異動したり、さまざまな人の出入りがあって、桜を見ながら酒盛が続く。 





 1999 年 10 月 29 日（金）、東野さんたちの越冬記録の本が岩波書店から出ることになっ
た。わたしは、入院日記をそのころ本にすることが決まり、原稿に取りかかっていた。 
 2000 年 7 月 25 日（火）、東野さんたちの本が発売になった。 
 2002 年 3 月 30 日（土）、岩野祥子さんが南極観測越冬隊の仕事を終えて帰ってきた。重
力の観測を担当した。来年あたりに越冬したいという院生が続いている。 












子さんが、1997 年 11 月から 1999 年 3 月の期間、第 39 次南極観測隊に参加した。1957













 2007 年 6 月 30 日（土）、南極 OB 会京都支部の南極観測 50 周年記念事業講演会「南極：
探検、観測、そしてこれから」で開会の挨拶を百周年時計台記念ホールで行った。 
 2008 年 9 月 2 日（火）、東京で松浦ユネスコ事務局長と面談した。ANA インターコンチ
ネンタルホテル 6 階 610 号室である。外務省国際文化協力室の安東室長、文科省国際統括
官付他の方たちが同席した。日本ジオパークをスタートして、変動帯の特徴を出したいと
協力要請したが、そのついでに、ユネスコは 5 大陸を基本に活動しているが、6 大陸で南極
を含めて世界を描くようにしてほしいと、わたしの意見を述べた。 
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